
子どもセンターオープン
　18歳未満の子供たちとその家族を切
れ目なく総合的に支援するための拠点
施設として、昨年12月１日に子どもセ
ンターがオープンしました。
　この施設は、公益財団法人日立財団
から旧日立家庭教育センター（西成沢
町）の建物の寄附を受けて設置したも
のです。
　センターでは、子供や子育ての悩み
全般について専門の相談員に相談でき
るほか、自然に恵まれた広い庭での外
遊びや遊戯室での室内遊びなどをしな
がら、楽しく子育て親子の交流ができ
ます。
　市議会としても子育て環境の一層の
充実に取り組んでいきます。

第4回（12月）定例会 12／３～12／17
子どもセンターで行われた「リズムあそび」

　平成27年第4回定例会では、町内会等の維持管理経費の軽減につ
ながるＬＥＤ防犯灯の設置要望に対応する補助の増額や、日立総合
病院の機能強化のための医療機器整備に対する補助を計上した一般
会計補正予算、農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定
数を定める条例の制定、池の川さくらアリーナ建設に併せて行われ
る市民運動公園外構工事の請負契約の締結、開発行為に伴い新設さ
れた道路の市道認定などの議案を審査し、いずれも原案のとおり認
めました。
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議
案
７
件
（
補
正
予
算
１
件
、

条
例
４
件
、
そ
の
他
２
件
）
を
審

査
し
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
を

認
め
ま
し
た
。

◇
審
査
し
た
主
な
議
案

▼
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
《
歳
入
は
、
日
立
市
を
応

援
し
た
い
と
い
う
方
か
ら
の
善

意
の
寄
附
が
増
え
て
い
る
こ
と

に
伴
う
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
増

額
な
ど
。
歳
出
は
、
町
内
会
等

が
管
理
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の

設
置
要
望
に
対
応
す
る
た
め
の

補
助
の
増
額
や
、
市
内
の
直
販

施
設
を
活
用
し
た
農
水
産
物
の

　
流
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た

め
の
設
備
費
等
に
対
す
る
補
助

の
計
上
、
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
１
万
円
相
当
の
バ
ス
カ
ー
ド

を
配
布
す
る
経
費
の
増
額
な

ど
》

▼
長
期
継
続
契
約
に
関
す
る
条
例

の
制
定
《
地
方
自
治
法
施
行
令

の
規
定
に
基
づ
き
、
複
数
年
度

に
わ
た
っ
て
締
結
で
き
る
契
約

に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め

た
。》

▼
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数

を
定
め
る
条
例
の
制
定
《
農
業

委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改

▼
市
民
広
場
等
の
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
改
正
《
老
朽
化
に

よ
り
廃
止
し
た
、
滑
川
市
民
広

場
の
照
明
設
備
の
使
用
料
に
関

す
る
規
定
を
削
除
し
た
。》

▼（
国
）
運
動
公
園
外
構
（
土
木
）

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
《
完

成
の
期
限
を
平
成
28
年
12
月
27

日
と
し
て
、
４
億
４
２
８
０
万

円
で
契
約
》

議
案
12
件
（
補
正
予
算
３
件
、

条
例
２
件
、
そ
の
他
７
件
）
を
審

査
し
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
を

認
め
ま
し
た
。

◇
審
査
し
た
主
な
議
案

▼
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
《
し
尿
く
み
取
り
許
可
業
者

の
廃
業
に
関
す
る
協
定
に
基
づ

き
廃
業
補
償
を
行
う
た
め
の
経

費
の
計
上
、
市
民
か
ら
の
市
道

正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
委
員

の
定
数
を
14
人
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
11
人

と
定
め
た
。》

▼
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
《
納

税
者
が
災
害
等
に
よ
り
納
付
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
の
徴
収
猶

予
制
度
に
つ
い
て
定
め
た
。》

議
案
17
件
（
補
正
予
算
４
件
、

条
例
１
件
、
契
約
１
件
、
そ
の
他

11
件
）
を
審
査
し
、
い
ず
れ
の
議

案
も
原
案
を
認
め
ま
し
た
。

◇
審
査
し
た
主
な
議
案

▼
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
《
※
地
域
医
療
支
援
病
院
と

し
て
の
設
備
充
実
と
機
能
強
化

を
図
る
た
め
、
日
立
総
合
病
院

の
新
本
館
棟
完
成
に
合
わ
せ
て

行
う
医
療
機
器
整
備
に
対
す
る

補
助
や
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
軽

度
・
中
等
度
難
聴
児
に
係
る
補

聴
器
の
購
入
費
用
に
対
す
る
補

助
の
計
上
な
ど
》

の
維
持
補
修
に
対
す
る
要
望
に

応
え
る
た
め
の
道
路
維
持
・
補

修
費
の
増
額
な
ど
》

▼
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て

等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
《
埋
立
て
等
に
用
い
る

土
砂
等
の
性
質
を
明
確
に
す
る

ほ
か
、
発
生
場
所
を
県
内
に
限

定
す
る
な
ど
土
地
の
埋
立
て
等

の
規
制
を
強
化
し
た
。》

▼
市
道
路
線
の
認
定
《
開
発
行
為

に
伴
い
新
設
さ
れ
た
道
路
を
市

道
と
し
て
認
定
し
た
。》

議
案
１
件
（
補
正
予
算
）
を
審

査
し
、
原
案
を
認
め
ま
し
た
。

◇
審
査
し
た
議
案

▼
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
《
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
い

人
件
費
を
整
理
し
た
。》

総
務
産
業
委
員
会

【平成27年12月3日提出】

議案第 83 号　平成27年度日立市一般会計補正予算（第3号）
議案第 84 号　平成27年度日立市国民健康保険事業特別会計補正

予算（第2号）
議案第 85 号　平成27年度日立市介護保険事業特別会計補正予算

（第2号）
議案第 86 号　平成27年度日立市後期高齢者医療事業特別会計補

正予算（第1号）
議案第 87 号　平成27年度日立市水道事業会計補正予算（第1号）
議案第 88 号　平成27年度日立市下水道事業会計補正予算（第1号）
議案第 89 号　日立市長期継続契約に関する条例の制定について
議案第 90 号　日立市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進

委員の定数を定める条例の制定について
議案第 91 号　日立市市税条例等の一部を改正する条例の制定に

ついて
議案第 92 号　日立市土砂等による土地の埋立て等の規制に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について
議案第 93 号　日立市市民広場等の設置及び管理条例の一部を改

正する条例の制定について
議案第 94 号　日立市簡易水道事業の設置等に関する条例及び日

立市簡易水道事業特別会計条例を廃止する等の条
例の制定について

議案第 95 号　（国）運動公園外構（土木）工事の請負契約の締結に
ついて

議案第 96 号　日立・高萩広域下水道組合規約の変更に関する協
議について

議案第 97 号　市道路線の認定について
議案第 98 号　市道路線の廃止及び認定について
議案第 99 号　専決処分について（日立市消防団員等公務災害補償

条例の一部を改正する条例の制定について）
議案第100号　市民運動公園の指定管理者の指定について
議案第101号　日立市市民会館の指定管理者の指定について
議案第102号　日立市女性センターの指定管理者の指定について
議案第103号　日立市鮎川体育館の指定管理者の指定について
議案第104号　日立シビックセンターの指定管理者の指定について
議案第105号　日立市太陽の家の指定管理者の指定について
議案第106号　日立市かねはた短期入所施設の指定管理者の指定

について
議案第107号　日立市デイサービスセンターの指定管理者の指定

について
議案第108号　日立市かねはた老人ホームの指定管理者の指定に

ついて
議案第109号　日立市萬春園の指定管理者の指定について
議案第110号　日立市老人福祉センターはまぎく荘の指定管理者

の指定について
議案第111号　日立市滑川福祉作業所の指定管理者の指定について
議案第112号　日立市大みかけやき荘の指定管理者の指定について
議案第113号　日立市ひまわり学園の指定管理者の指定について
議案第114号　日立市障害者就労支援施設の指定管理者の指定に

ついて
議案第115号　日立地区産業支援センターの指定管理者の指定に

ついて
報告第 22 号　専決処分について（損害賠償の額を定めることにつ

いて）
報告第 23 号　専決処分について（損害賠償の額を定めることにつ

いて）
報告第 24 号　専決処分について（損害賠償の額を定めることにつ

いて）

【平成27年12月7日提出】

議案第116号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ
とについて

【平成27年12月17日提出】

議案第117号　青少年健全育成基本法の制定を求める意見書の提
出について

委
員
会
審
査
の
結
果
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
で
、
議
案
な
ど
を
よ
り
慎

重
に
専
門
的
、
能
率
的
に
審
査
を
行
い
ま
す
。

提出された議案等の一覧

町内会等から設置要望の多いＬＥＤ防犯灯

定例会定例会
第4回第4回

12/3～12/17
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人
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案
　
件

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
同
意

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
登　
氏

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

●
採
択
●

◇「
青
少
年
健
全
育
成
基
本
法

の
制
定
」
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
陳
情

◇
私
学
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保
護
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軽
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育
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の
た
め
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●
不
採
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●

◇
所
得
税
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56
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廃
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め
る
意
見
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に
関
す
る

請
願

◇
子
ど
も
の
甲
状
腺
超
音
波
検

査
の
実
施
を
求
め
る
請
願

鞍掛山さくらの山づくり
整備活動に参加

　日立市議会では、「さくらを守り育て
る日立市議会議員の会」を結成し、桜
の育成や保全に関する活動に参加する
など、桜を活用したまちづくりを支援
しています。昨年11月28日に行われた
鞍掛山さくらの山づくり整備活動にも
参加し、市民や地元企業など多くの参
加者と共に、下草刈りなどを行いました。
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る

ほ
か
、
発
生
場
所
を
県
内
に
限

定
す
る
な
ど
土
地
の
埋
立
て
等

の
規
制
を
強
化
し
た
。》

▼
市
道
路
線
の
認
定
《
開
発
行
為

に
伴
い
新
設
さ
れ
た
道
路
を
市

道
と
し
て
認
定
し
た
。》

議
案
１
件
（
補
正
予
算
）
を
審

査
し
、
原
案
を
認
め
ま
し
た
。

◇
審
査
し
た
議
案

▼
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
《
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
い

人
件
費
を
整
理
し
た
。》

　
「
意
見
書
」
は
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
国
な
ど
に
提
出

す
る
も
の
で
す
。
市
の
公
益
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
員
の
発
案

に
よ
り
議
会
の
意
思
を
ま
と
め
、

本
会
議
に
諮
り
ま
す
。
今
定
例
会

で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
次
の
と

お
り
で
す
。

青
少
年
健
全
育
成
基
本
法
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書

◇
内
容　
青
少
年
の
健
全
育
成
に

対
す
る
基
本
理
念
や
方
針
な
ど

を
定
め
た
「
青
少
年
健
全
育
成

基
本
法
」
の
制
定
を
求
め
る
。

◇
提
出
先　
衆
議
院
議
長
、
参
議

院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総

務
大
臣
、
法
務
大
臣
、
外
務
大

臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
警

察
庁
長
官

約８割が完成した池の川さくらアリーナ（東成沢町）

開発行為で新設された道路（鮎川町）

意
　
見
　
書

教
育
福
祉
委
員
会

環
境
建
設
委
員
会

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

※地域医療支援病院
　地域の医療機関（かかりつ
け医）から紹介された患者さ
んに対する専門的治療、検査、
入院、手術などの医療提供や、
医療機器の共同利用、救急医
療の提供、研修機会の提供等
を通じてかかりつけ医の支援
を行う病院のことで、日立総
合病院は、昨年５月に県知事
の承認を受けました。
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地域医療支援病院となった日立総合病院（城南町）

議案質疑議案質疑
　
議
員　
農
水
産
物
流
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
促
進
事
業
補
助
で
見
込
ま

れ
る
効
果
と
消
費
者
の
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
産
業
経
済
部
長　
こ
の
事
業

は
、
地
元
で
水
揚
げ
さ
れ
た
水
産

物
を
十
王
物
産
セ
ン
タ
ー
鵜
喜
鵜

喜
で
販
売
し
、
地
元
で
生
産
さ
れ

た
農
産
物
を
道
の
駅
日
立
お
さ
か

な
セ
ン
タ
ー
で
販
売
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
水
産
物
は
、
家
庭
で
調
理
し

や
す
い
切
り
身
や
ブ
ロ
ッ
ク
に
加

工
し
て
販
売
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
取
組
に
よ
り
、
中
里
地
域

な
ど
の
直
売
所
か
ら
遠
い
地
域
に

も
ト
ラ
ッ
ク
が
巡
回
す
る
た
め
、

生
産
者
の
増
加
や
農
地
の
有
効
利

用
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
水
産

物
の
加
工
要
員
の
雇
用
創
出
や
、

鮮
魚
の
加
工
品
な
ど
の
品
ぞ
ろ
え

の
充
実
が
図
ら
れ
る
。

　
消
費
者
に
と
っ
て
は
、
身
近
な

直
売
所
で
、
地
元
の
新
鮮
な
農
産

物
や
調
理
し
や
す
い
水
産
物
が
購

入
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
議
員　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
現

在
高
、
返
礼
品
の
状
況
等
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
財
政
部
長　
昨
年
度
ま
で
の
ふ

る
さ
と
寄
附
金
の
累
計
金
額
は
約

１
１
７
６
万
円
で
あ
っ
た
が
、
今

年
度
は
12
月
４
日
現
在
で
約
１
億

７
１
３
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
寄
附
者
へ
の
返
礼
品
送
付
は
、

市
観
光
物
産
協
会
に
委
託
し
、
そ

の
経
費
の
内
訳
は
、
事
業
者
か
ら

の
返
礼
品
購
入
経
費
、
配
送
料
、

事
務
経
費
で
、
寄
附
金
の
う
ち
３

割
か
ら
５
割
が
返
礼
品
購
入
経
費

に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　
返
礼
品
は
、
市
の
特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
を
目
的
と
し
て
、
米
や
野
菜
な

ど
の
農
産
品
、
干
物
な
ど
の
水
産

品
、
地
酒
な
ど
、
当
初
20
品
目
を

選
定
し
、
平
成
27
年
10
月
に
は
市

内
事
業
所
で
製
造
す
る
家
電
品
を

追
加
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
家
電
品
を
希
望
す
る
方

に
は
、
農
水
産
品
等
も
併
せ
て
選

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
返
礼
品

の
う
ち
、
家
電
品
の
割
合
は
約

36
％
、
農
水
産
品
等
の
割
合
は
約

64
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
返
礼
品
を
通
じ
て
、
日

立
市
の
す
ば
ら
し
さ
を
市
内
外
へ

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　
議
員　
地
域
医
療
支
援
病
院
医

療
機
器
整
備
事
業
費
補
助
に
よ
っ

て
設
置
さ
れ
る
機
器
、
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
及
び
期
待
さ
れ
る
効
果

を
伺
い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
今
回
の
補
助

は
、
現
在
建
設
を
進
め
て
い
る
日

立
総
合
病
院
新
本
館
棟
に
整
備
さ

れ
る
、
国
や
県
の
財
政
支
援
の
入

ら
な
い
医
療
機
器
に
対
す
る
も
の

で
、
新
た
に
開
設
さ
れ
る
腎
臓

病
・
生
活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー
に
整

備
す
る
透
析
シ
ス
テ
ム
を
始
め
、

Ｘ
線
・
超
音
波
検
査
な
ど
の
画
像

や
検
査
結
果
を
電
子
カ
ル
テ
と
連

携
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
、
眼
科
診
療

の
最
新
手
術
機
器
な
ど
を
対
象
と

し
て
い
る
。

　
今
年
度
中
に
医
療
機
器
の
発
注

と
納
品
を
完
了
し
、
据
付
工
事
や

試
運
転
を
行
い
、
平
成
28
年
７
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
新
本
館
棟
の

竣
工
ま
で
に
整
備
さ
れ
る
予
定
と

伺
っ
て
い
る
。

　
日
立
総
合
病
院
の
設
備
が
充
実

し
、機
能
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
で
、

市
内
医
療
機
関
と
の
役
割
分
担
と

連
携
が
進
み
、
市
民
に
提
供
さ
れ

る
医
療
の
質
の
向
上
が
更
に
図
ら

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
議
員　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
一

時
的
に
財
政
調
整
基
金
へ
積
み
立

て
る
よ
う
で
あ
る
が
、
寄
附
金
の

使
い
道
と
そ
の
公
表
方
法
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
財
政
部
長　
寄
附
金
の
使
い
道

に
つ
い
て
は
、
寄
附
の
申
込
み
の

際
、
寄
附
者
に
選
択
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
市
民

福
祉
の
充
実
に
約
２
割
、
市
民
生

活
環
境
の
向
上
に
約
１
割
、
教
育

文
化
の
振
興
に
約
２
割
、
産
業
の

振
興
に
約
２
割
、
そ
の
他
市
政
全

般
と
指
定
な
し
を
合
わ
せ
て
約
３

割
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　
現
在
、
新
年
度
の
予
算
編
成
作

業
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
寄

附
金
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
意
向

に
添
え
る
よ
う
に
、
新
年
度
予
算

に
組
み
込
ん
で
活
用
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
寄
附
金
を
活
用
し
た
事

業
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
公
表
す
る
ほ

か
、
民
間
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

登
録
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
な
ど
、

全
国
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
い
た

方
々
に
丁
寧
に
お
知
ら
せ
を
し
て

い
き
た
い
。

　議案質疑とは、提出された議案等（2面に掲載）について詳

しく知りたい点などを執行部に聞くことです。

　12月定例会では、4人の議員が12月9日に議案質疑を行い

ました。その質問と答弁を要約して、一部を掲載します。

農
水
産
物
流
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
促
進
事
業
費

ふ
る
さ
と
寄
附
金

地
域
医
療
体
制
確
保
事
業
費

財
政
調
整
基
金
積
立
金
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市民文化遺産に登録されている久慈小学校のケヤキ

再整備が計画されている「ひかりの郷 鳩が丘」（助川町）

一
人
一
人
が
ひ
た
ち
郷
土
か
る
た

に
親
し
み
、
よ
り
深
く
郷
土
日
立

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
も
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
先
行
的
な

取
組
事
例
と
し
て
各
学
校
に
紹
介

し
て
、
積
極
的
な
活
用
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
議
員　
子
育
て
費
用
の
高
額
化

に
伴
い
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

経
済
的
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
少
子
化
対
策
や
定
住
促
進
策

の
一
環
と
し
て
、
出
産
祝
い
金
の

新
設
、
保
育
料
の
引
下
げ
及
び
住

宅
費
用
の
負
担
軽
減
策
の
実
施
に

つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
経
済
的
な
負
担
軽
減
策

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
も

必
要
性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。

　
日
立
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
方
針
に
は
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援
を

掲
げ
て
お
り
、
次
世
代
を
担
う
子

供
の
誕
生
の
祝
福
と
出
産
時
の
経

済
的
支
援
を
目
的
と
し
た
出
産
祝

い
金
の
新
設
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
保
育
料
は
近
隣
市
町
村

贈
さ
れ
、
市
内
全
て
の
学
校
に
お

い
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
小
学
校
１
・
２
年
生
の
生
活
科

で
は
昔
遊
び
を
知
り
体
験
す
る
教

材
と
し
て
、
小
学
校
３
・
４
年
生

の
社
会
科
で
は
郷
土
日
立
を
学
び

理
解
す
る
教
材
と
し
て
活
用
さ

れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
、
休
み
時
間

の
遊
び
に
も
用
い
ら
れ
る
な
ど
、

学
校
生
活
に
浸
透
し
て
い
る
。

　
議
員　
ひ
た
ち
郷
土
か
る
た
を

更
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
、
学
校
で
か
る
た
大
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
用
し
て

は
ど
う
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
教
育
部
長　
中
小
路
小
学
校
と

山
部
小
学
校
で
は
、
学
校
行
事
の

一
環
と
し
て
か
る
た
大
会
を
行
っ

て
お
り
、
学
校
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
連
携
し
て
郷
土
か
る
た
大

会
を
開
催
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
子
供
た
ち

と
比
べ
、
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
２
歳
児

で
高
目
の
設
定
と
な
っ
て
お
り
、

保
育
料
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
も

総
合
戦
略
に
取
組
を
掲
げ
て
検
討

し
て
い
く
。

　
住
宅
取
得
時
の
負
担
軽
減
策
に

つ
い
て
は
、
義
務
教
育
修
了
前
の

子
供
が
い
る
世
帯
へ
の
支
援
策
と

し
て
、
平
成
27
年
10
月
に
日
立
市

子
育
て
世
帯
住
宅
等
支
援
助
成
制

度
を
新
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

更
な
る
周
知
に
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
平
成
26
年
3
月
に
策
定
し
た

日
立
市
住
生
活
基
本
計
画
に
は
、

子
育
て
世
帯
の
民
間
家
賃
の
助
成

制
度
に
つ
い
て
掲
げ
て
お
り
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
経
済
的

な
負
担
軽
減
策
は
、
保
健
福
祉
や

教
育
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
市
全

体
の
総
合
的
な
検
討
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
議
員　
か
み
ね
公
園
は
桜
の
名

所
で
あ
る
ほ
か
、
日
立
駅
や
高
速

道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近

接
す
る
な
ど
観
光
資
源
と
し
て
好

条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。今
後
は
、

公
園
全
体
を
一
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト

の
下
で
総
合
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し

て
整
備
を
進
め
て
は
ど
う
か
、
見

解
を
伺
い
た
い
。

　
産
業
経
済
部
長　
か
み
ね
公
園

は
、
市
内
外
か
ら
年
間
約
65
万
人

が
訪
れ
る
市
を
代
表
す
る
観
光
施

設
で
あ
る
。
昭
和
23
年
に
公
園
と

し
て
整
備
し
て
以
来
、
動
物
園
や

遊
園
地
な
ど
を
順
次
整
備
し
て
き

た
が
、
各
施
設
の
老
朽
化
、
混
雑

時
の
駐
車
場
不
足
な
ど
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
か
み
ね
動
物
園

は
、
獣
舎
や
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
20
万
人

台
後
半
で
推
移
し
て
い
た
来
園
者

が
、
こ
こ
数
年
は
35
万
人
を
超
え

る
ま
で
に
回
復
し
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
勢
い
を
更
に
加
速
さ
せ
る

た
め
に
も
、
日
立
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
中

に
、
平
成
29
年
度
に
迎
え
る
開
園

60
周
年
を
記
念
し
た
新
獣
舎
の
建

設
や
老
朽
化
し
た
獣
舎
の
再
整
備

な
ど
を
盛
り
込
み
、
積
極
的
な
事

業
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
か
み
ね
公
園
は
、
市
外
か
ら
も

多
く
の
集
客
が
見
込
め
る
施
設
で

あ
る
の
で
、
動
物
園
の
更
な
る
魅

力
向
上
と
桜
の
名
所
づ
く
り
を
中

心
に
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
市

街
地
の
夜
景
の
活
用
な
ど
、
か
み

ね
公
園
全
体
が
総
合
レ
ジ
ャ
ー
施

設
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
、
整
備

や
活
用
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
議
員　
政
府
が
作
っ
た
唯
一
の

原
子
力
発
電
所
の
事
故
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
大
型
原
子

炉
の
事
故
の
理
論
的
可
能
性
及
び

公
衆
損
害
額
に
関
す
る
試
算
」は
、

昭
和
35
年
に
ま
と
め
ら
れ
、
平
成

11
年
に
よ
う
や
く
公
表
さ
れ
た
が

広
く
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

報
告
書
に
対
す
る
認
識
を
伺
い
た

い
。
　
総
務
部
長　
報
告
書
は
、
当
時

の
科
学
技
術
庁
が
原
子
力
事
故
の

被
害
に
関
す
る
調
査
報
告
と
し

て
、
日
本
原
子
力
産
業
協
会
の
前

身
で
あ
る
日
本
原
子
力
産
業
会
議

に
委
託
し
て
昭
和
35
年
に
作
成
し

た
も
の
で
、
そ
の
翌
年
、
衆
議
院

　
副
市
長　
茨
城
県
北
芸
術
祭

は
、
知
事
を
会
長
と
し
、
県
北
５

市
１
町
の
市
長
・
町
長
、
芸
術
文

化
・
経
済
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど

の
代
表
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委
員

会
を
中
心
に
推
進
さ
れ
、
具
体
的

な
企
画
運
営
は
森
美
術
館
長
の
南

條
史
生
氏
を
始
め
と
す
る
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
チ
ー
ム
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
市
の
役
割
は
、
作
品
の
展
示
場

所
の
提
供
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
確
保
、

作
品
制
作
に
必
要
な
地
元
と
の
調

整
、
芸
術
祭
に
係
る
案
内
ブ
ー
ス

の
設
置
運
営
な
ど
が
想
定
さ
れ
、

開
催
費
用
は
、
県
と
グ
リ
ー
ン
ふ

る
さ
と
振
興
機
構
の
負
担
金
の
ほ

か
、
入
場
料
収
入
、
協
賛
金
を
財
源

と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
中
に
は
詳
細
な
事
業
内

容
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
具
体

的
な
準
備
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　
芸
術
祭
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
様
々
な
形
態
の
作
品
制
作
と
展

示
を
行
う
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

作
品
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
般
公

募
を
行
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
ア
ジ
ア
や
県
内
の
大
学
と
伝

統
工
芸
や
産
業
の
技
術
者
、
生
産

者
と
の
交
流
を
図
る
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
を
予
定
し
て
い
る
。

　
今
後
、事
業
が
具
体
化
す
れ
ば
、

市
に
お
い
て
も
、
多
く
の
市
民
が

主
体
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
方

策
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も

の
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員

会
で
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関

す
る
法
律
案
が
審
議
さ
れ
た
際
の

被
害
算
定
の
基
礎
資
料
と
し
て
提

出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
報
告
書
で
は
、
原
子
炉
の

立
地
場
所
や
気
象
条
件
な
ど
に
つ

い
て
、
あ
る
一
定
の
仮
定
条
件
を

設
け
、
そ
の
原
子
炉
で
事
故
が
生

じ
た
場
合
に
、
周
辺
に
及
ぼ
す
物

的
、
人
的
な
損
害
を
理
論
的
に
解

析
し
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、

50
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
熱
出
力
を
持

つ
原
子
力
を
想
定
し
、
原
子
炉
に

内
蔵
さ
れ
る
放
射
能
の
５
０
０
０

分
の
１
と
、
そ
の
１
０
０
倍
に
当

た
る
50
分
の
１
の
放
射
線
が
大
気

中
に
一
度
に
放
出
さ
れ
る
と
し
た

二
つ
の
場
合
に
お
い
て
、
気
象
条

件
や
放
出
さ
れ
る
放
射
線
の
温
度

な
ど
に
よ
り
、
原
子
炉
が
立
地
す

る
周
辺
地
域
へ
の
影
響
を
損
害
額

と
し
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
議
員　
平
成
28
年
９
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
、
県
北
を
舞
台
に
茨

城
県
北
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
る

が
、
こ
の
芸
術
祭
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
た

い
。

に
、
商
業
者
や
飲
食
店
に
も
呼
び

掛
け
を
行
い
、
芸
術
祭
と
連
携
し

た
地
域
経
済
活
性
化
の
取
組
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。

　
議
員　
日
立
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
は
、
雇

用
の
確
保
と
創
出
に
向
け
た
事
業

を
記
載
し
て
い
る
が
、
毎
年
ど
の

程
度
の
雇
用
を
生
み
出
す
の
か
明

確
で
は
な
い
。
雇
用
創
出
計
画
を

策
定
し
、
雇
用
創
出
の
数
値
目
標

を
持
つ
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
い
た
い
。

　
産
業
経
済
部
長　
雇
用
対
策
に

つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
産
業
政
策

の
最
優
先
課
題
と
し
て
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
を
始
め
、
地
域
人
材

育
成
事
業
、
就
職
面
接
会
、
企
業

見
学
会
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

企
業
誘
致
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
と
と
も
に
取
り
組
み
、
雇
用

の
確
保
・
創
出
に
努
め
て
き
た
。

　
雇
用
創
出
の
数
値
目
標
に
つ
い

て
は
、
企
業
の
事
業
活
動
の
推
移

や
景
況
に
よ
る
変
動
が
予
想
さ

れ
、
設
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
た

め
、
総
合
戦
略
で
は
、
新
た
に
推

進
す
る
女
性
就
業
環
境
整
備
促
進

事
業
や
本
社
機
能
移
転
等
促
進
事

業
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
、
重
要

業
績
評
価
指
標
と
し
て
掲
げ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
雇
用
の
確
保
と
創
出
に
は
既
存

の
企
業
活
動
の
活
性
化
や
新
た
な

企
業
立
地
等
が
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、
受
注
機
会
の
拡
充
支
援
、
企

業
立
地
用
地
の
創
出
、
創
業
の
促

進
な
ど
を
引
き
続
き
積
極
的
に
展

開
し
、
一
人
で
も
多
く
の
雇
用
に

結
び
付
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
議
員　
市
内
に
は
多
数
の
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
が
あ
る
が
、

そ
の
現
状
と
土
砂
災
害
対
策
の
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
総
務
部
長　
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
箇
所
、
土
石
流
危
険
渓
流
、
地

す
べ
り
危
険
箇
所
を
合
わ
せ
て
２

３
２
カ
所
把
握
し
て
お
り
、
こ
の

う
ち
１
６
９
カ
所
が
、
県
か
ら
土

砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
特
別
警

戒
区
域
及
び
警
戒
区
域
の
指
定
を

受
け
て
い
る
。
今
年
度
、
新
た
に

59
カ
所
を
追
加
指
定
す
る
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
警
戒
区
域
等
に
つ
い

て
は
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
災
害
危
険
箇
所
の
周
知
を
図

る
と
と
も
に
、
災
害
情
報
の
迅
速

な
提
供
方
法
の
確
立
、
避
難
勧
告

な
ど
の
的
確
な
発
令
、
自
主
防
災

組
織
と
の
連
携
、
防
災
訓
練
の
実

施
な
ど
の
環
境
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
自
助
、
共
助
、
公

助
の
力
を
結
集
し
て
防
災
力
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
や
砂
防
事
業
等
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
県
に
強
く
働

き
掛
け
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に

行
う
県
と
の
合
同
点
検
の
強
化
に

努
め
て
い
く
。

　
議
員　
市
で
は
、
市
民
文
化
遺

産
の
登
録
制
度
を
設
け
て
い
る
。

市
民
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
た
め
に
は
、
法
律
で
守
ら
れ

る
指
定
文
化
財
に
登
録
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
教
育
部
長　
市
内
に
は
指
定
文

化
財
の
ほ
か
に
、
歴
史
的
・
文
化

的
に
貴
重
で
後
世
に
残
す
べ
き
遺

産
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
こ

の
地
域
の
宝
が
市
民
に
親
し
ま
れ

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
市
民
文
化

遺
産
と
し
て
１
０
４
カ
所
を
選
定

し
、
登
録
し
て
い
る
。

　
市
民
文
化
遺
産
を
指
定
文
化
財

に
指
定
す
る
に
は
、
登
録
し
た
市

民
文
化
遺
産
の
歴
史
的
・
学
術
的

価
値
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
更
に

詳
細
な
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る

た
め
、今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
議
員　
ひ
た
ち
生
き
生
き
百
年

塾
や
職
業
探
検
少
年
団
、
日
立
理

科
ク
ラ
ブ
な
ど
の
全
国
に
誇
れ
る

取
組
を
教
育
資
産
と
し
て
、
市
民

文
化
遺
産
と
同
様
の
登
録
制
度
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

　
教
育
部
長　
本
市
の
教
育
活
動

に
は
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
に
ふ

さ
わ
し
い
取
組
で
あ
る
日
立
理
科

ク
ラ
ブ
の
活
動
や
、
生
涯
学
習
の

取
組
と
し
て
全
国
的
に
も
注
目
を

集
め
た
ひ
た
ち
生
き
生
き
百
年
塾

な
ど
、
全
国
に
誇
れ
る
実
績
を
積

み
重
ね
て
き
た
も
の
が
多
く
あ
る
。

　
市
独
自
の
教
育
活
動
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
、
登
録
し
て
い
く
こ
と

は
、
本
市
の
特
色
を
い
か
し
た
教

育
活
動
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、

市
内
外
に
発
信
し
て
い
く
上
で
新

た
な
視
点
で
の
取
組
で
あ
る
た

め
、今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　
議
員　
ひ
か
り
の
郷
鳩
が
丘
福

祉
施
設
は
、
福
祉
の
ま
ち
の
象
徴

と
し
て
、
太
陽
の
家
を
始
め
、
母

子
療
育
ホ
ー
ム
や
ひ
ま
わ
り
学
園

な
ど
の
施
設
が
建
設
さ
れ
、
障
害

者
福
祉
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
建
設
か
ら
45
年
が
経
過

し
て
老
朽
化
が
進
み
、
利
用
者
に

と
っ
て
不
便
な
部
分
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
特
徴

を
い
か
し
た
複
合
施
設
と
し
て
改

築
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
ひ
か
り
の
郷

鳩
が
丘
福
祉
施
設
は
、
昭
和
40
年

代
後
半
以
降
に
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
利

用
者
や
そ
の
保
護
者
な
ど
か
ら
も

建
て
替
え
に
つ
い
て
要
望
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
や
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
策
定
の
議

論
な
ど
を
踏
ま
え
、
鳩
が
丘
福
祉

施
設
の
再
整
備
に
関
す
る
基
本
方

針
を
策
定
し
、
今
後
の
利
用
者
の

高
齢
化
や
重
度
化
な
ど
に
伴
う
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
複
合

的
な
施
設
へ
の
整
備
を
具
体
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

　
今
後
は
、
今
年
度
中
に
再
整
備

基
本
計
画
を
策
定
し
、
平
成
28
年

度
に
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

る
設
計
者
の
選
定
を
経
て
設
計
を

行
い
、
平
成
30
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
て
い
く
。

　
な
お
、
鳩
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
新

た
な
施
設
の
建
設
用
地
と
の
兼
ね

合
い
な
ど
か
ら
、
平
成
28
年
度
中

の
解
体
を
予
定
し
て
い
る
。

　
議
員　
ひ
た
ち
郷
土
か
る
た

は
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
な
ど
が

分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
子
供
た
ち
が
遊
び
な
が
ら
郷

土
日
立
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
見
で

き
る
も
の
で
あ
る
。
学
校
に
お
け

る
ひ
た
ち
郷
土
か
る
た
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
教
育
部
長　
ひ
た
ち
郷
土
か
る

た
は
、
日
立
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
、
市
の
自
然

や
歴
史
、
文
化
な
ど
を
知
り
、
郷

土
愛
を
育
ん
で
も
ら
う
た
め
に
作

成
さ
れ
た
も
の
で
、
市
内
小
中
学

校
の
各
学
級
に
１
セ
ッ
ト
ず
つ
寄

ひ
か
り
の
郷 

鳩
が
丘

福
祉
施
設
の
再
整
備

ひ
た
ち
郷
土
か
る
た

の
活
用

新
た
な
文
化
財
の

掘
り
起
こ
し

一般質問一般質問
　一般質問とは、市政全般の課題等について、執行部の考え
や方針などを聞くことです。
　12月定例会では、9人の議員が12月7日・8日に一般質問
を行いました。その質問と答弁を要約して、一部を掲載しま
す。

日立市議会では、３人以上の議員で会派を結成できることになって
おり、議会だよりでは、３人未満の場合は、無会派と表示しています。

塚
田
明
人 

議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

伊
藤
健
也 
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

下
山
田
幹
子 

議
員

（
公
明
党
）
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年間65万人が訪れるかみね公園（宮田町）

市の歴史や文化を学べる「ひたち郷土かるた」

一 般 質 問一 般 質 問

一
人
一
人
が
ひ
た
ち
郷
土
か
る
た

に
親
し
み
、
よ
り
深
く
郷
土
日
立

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
も
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
先
行
的
な

取
組
事
例
と
し
て
各
学
校
に
紹
介

し
て
、
積
極
的
な
活
用
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
議
員　
子
育
て
費
用
の
高
額
化

に
伴
い
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

経
済
的
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
少
子
化
対
策
や
定
住
促
進
策

の
一
環
と
し
て
、
出
産
祝
い
金
の

新
設
、
保
育
料
の
引
下
げ
及
び
住

宅
費
用
の
負
担
軽
減
策
の
実
施
に

つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
経
済
的
な
負
担
軽
減
策

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
も

必
要
性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。

　
日
立
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
方
針
に
は
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援
を

掲
げ
て
お
り
、
次
世
代
を
担
う
子

供
の
誕
生
の
祝
福
と
出
産
時
の
経

済
的
支
援
を
目
的
と
し
た
出
産
祝

い
金
の
新
設
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
保
育
料
は
近
隣
市
町
村

贈
さ
れ
、
市
内
全
て
の
学
校
に
お

い
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
小
学
校
１
・
２
年
生
の
生
活
科

で
は
昔
遊
び
を
知
り
体
験
す
る
教

材
と
し
て
、
小
学
校
３
・
４
年
生

の
社
会
科
で
は
郷
土
日
立
を
学
び

理
解
す
る
教
材
と
し
て
活
用
さ

れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
、
休
み
時
間

の
遊
び
に
も
用
い
ら
れ
る
な
ど
、

学
校
生
活
に
浸
透
し
て
い
る
。

　
議
員　
ひ
た
ち
郷
土
か
る
た
を

更
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
、
学
校
で
か
る
た
大
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
用
し
て

は
ど
う
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
教
育
部
長　
中
小
路
小
学
校
と

山
部
小
学
校
で
は
、
学
校
行
事
の

一
環
と
し
て
か
る
た
大
会
を
行
っ

て
お
り
、
学
校
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
連
携
し
て
郷
土
か
る
た
大

会
を
開
催
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
子
供
た
ち

と
比
べ
、
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
２
歳
児

で
高
目
の
設
定
と
な
っ
て
お
り
、

保
育
料
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
も

総
合
戦
略
に
取
組
を
掲
げ
て
検
討

し
て
い
く
。

　
住
宅
取
得
時
の
負
担
軽
減
策
に

つ
い
て
は
、
義
務
教
育
修
了
前
の

子
供
が
い
る
世
帯
へ
の
支
援
策
と

し
て
、
平
成
27
年
10
月
に
日
立
市

子
育
て
世
帯
住
宅
等
支
援
助
成
制

度
を
新
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

更
な
る
周
知
に
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
平
成
26
年
3
月
に
策
定
し
た

日
立
市
住
生
活
基
本
計
画
に
は
、

子
育
て
世
帯
の
民
間
家
賃
の
助
成

制
度
に
つ
い
て
掲
げ
て
お
り
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
経
済
的

な
負
担
軽
減
策
は
、
保
健
福
祉
や

教
育
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
市
全

体
の
総
合
的
な
検
討
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
議
員　
か
み
ね
公
園
は
桜
の
名

所
で
あ
る
ほ
か
、
日
立
駅
や
高
速

道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近

接
す
る
な
ど
観
光
資
源
と
し
て
好

条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。今
後
は
、

公
園
全
体
を
一
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト

の
下
で
総
合
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し

て
整
備
を
進
め
て
は
ど
う
か
、
見

解
を
伺
い
た
い
。

　
産
業
経
済
部
長　
か
み
ね
公
園

は
、
市
内
外
か
ら
年
間
約
65
万
人

が
訪
れ
る
市
を
代
表
す
る
観
光
施

設
で
あ
る
。
昭
和
23
年
に
公
園
と

し
て
整
備
し
て
以
来
、
動
物
園
や

遊
園
地
な
ど
を
順
次
整
備
し
て
き

た
が
、
各
施
設
の
老
朽
化
、
混
雑

時
の
駐
車
場
不
足
な
ど
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
か
み
ね
動
物
園

は
、
獣
舎
や
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
20
万
人

台
後
半
で
推
移
し
て
い
た
来
園
者

が
、
こ
こ
数
年
は
35
万
人
を
超
え

る
ま
で
に
回
復
し
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
勢
い
を
更
に
加
速
さ
せ
る

た
め
に
も
、
日
立
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
中

に
、
平
成
29
年
度
に
迎
え
る
開
園

60
周
年
を
記
念
し
た
新
獣
舎
の
建

設
や
老
朽
化
し
た
獣
舎
の
再
整
備

な
ど
を
盛
り
込
み
、
積
極
的
な
事

業
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
か
み
ね
公
園
は
、
市
外
か
ら
も

多
く
の
集
客
が
見
込
め
る
施
設
で

あ
る
の
で
、
動
物
園
の
更
な
る
魅

力
向
上
と
桜
の
名
所
づ
く
り
を
中

心
に
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
市

街
地
の
夜
景
の
活
用
な
ど
、
か
み

ね
公
園
全
体
が
総
合
レ
ジ
ャ
ー
施

設
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
、
整
備

や
活
用
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
議
員　
政
府
が
作
っ
た
唯
一
の

原
子
力
発
電
所
の
事
故
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
大
型
原
子

炉
の
事
故
の
理
論
的
可
能
性
及
び

公
衆
損
害
額
に
関
す
る
試
算
」は
、

昭
和
35
年
に
ま
と
め
ら
れ
、
平
成

11
年
に
よ
う
や
く
公
表
さ
れ
た
が

広
く
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

報
告
書
に
対
す
る
認
識
を
伺
い
た

い
。
　
総
務
部
長　
報
告
書
は
、
当
時

の
科
学
技
術
庁
が
原
子
力
事
故
の

被
害
に
関
す
る
調
査
報
告
と
し

て
、
日
本
原
子
力
産
業
協
会
の
前

身
で
あ
る
日
本
原
子
力
産
業
会
議

に
委
託
し
て
昭
和
35
年
に
作
成
し

た
も
の
で
、
そ
の
翌
年
、
衆
議
院

　
副
市
長　
茨
城
県
北
芸
術
祭

は
、
知
事
を
会
長
と
し
、
県
北
５

市
１
町
の
市
長
・
町
長
、
芸
術
文

化
・
経
済
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど

の
代
表
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委
員

会
を
中
心
に
推
進
さ
れ
、
具
体
的

な
企
画
運
営
は
森
美
術
館
長
の
南

條
史
生
氏
を
始
め
と
す
る
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
チ
ー
ム
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
市
の
役
割
は
、
作
品
の
展
示
場

所
の
提
供
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
確
保
、

作
品
制
作
に
必
要
な
地
元
と
の
調

整
、
芸
術
祭
に
係
る
案
内
ブ
ー
ス

の
設
置
運
営
な
ど
が
想
定
さ
れ
、

開
催
費
用
は
、
県
と
グ
リ
ー
ン
ふ

る
さ
と
振
興
機
構
の
負
担
金
の
ほ

か
、
入
場
料
収
入
、
協
賛
金
を
財
源

と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
中
に
は
詳
細
な
事
業
内

容
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
具
体

的
な
準
備
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　
芸
術
祭
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
様
々
な
形
態
の
作
品
制
作
と
展

示
を
行
う
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

作
品
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
般
公

募
を
行
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
ア
ジ
ア
や
県
内
の
大
学
と
伝

統
工
芸
や
産
業
の
技
術
者
、
生
産

者
と
の
交
流
を
図
る
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
を
予
定
し
て
い
る
。

　
今
後
、事
業
が
具
体
化
す
れ
ば
、

市
に
お
い
て
も
、
多
く
の
市
民
が

主
体
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
方

策
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も

の
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員

会
で
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関

す
る
法
律
案
が
審
議
さ
れ
た
際
の

被
害
算
定
の
基
礎
資
料
と
し
て
提

出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
報
告
書
で
は
、
原
子
炉
の

立
地
場
所
や
気
象
条
件
な
ど
に
つ

い
て
、
あ
る
一
定
の
仮
定
条
件
を

設
け
、
そ
の
原
子
炉
で
事
故
が
生

じ
た
場
合
に
、
周
辺
に
及
ぼ
す
物

的
、
人
的
な
損
害
を
理
論
的
に
解

析
し
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、

50
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
熱
出
力
を
持

つ
原
子
力
を
想
定
し
、
原
子
炉
に

内
蔵
さ
れ
る
放
射
能
の
５
０
０
０

分
の
１
と
、
そ
の
１
０
０
倍
に
当

た
る
50
分
の
１
の
放
射
線
が
大
気

中
に
一
度
に
放
出
さ
れ
る
と
し
た

二
つ
の
場
合
に
お
い
て
、
気
象
条

件
や
放
出
さ
れ
る
放
射
線
の
温
度

な
ど
に
よ
り
、
原
子
炉
が
立
地
す

る
周
辺
地
域
へ
の
影
響
を
損
害
額

と
し
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
議
員　
平
成
28
年
９
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
、
県
北
を
舞
台
に
茨

城
県
北
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
る

が
、
こ
の
芸
術
祭
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
た

い
。

に
、
商
業
者
や
飲
食
店
に
も
呼
び

掛
け
を
行
い
、
芸
術
祭
と
連
携
し

た
地
域
経
済
活
性
化
の
取
組
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。

　
議
員　
日
立
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
は
、
雇

用
の
確
保
と
創
出
に
向
け
た
事
業

を
記
載
し
て
い
る
が
、
毎
年
ど
の

程
度
の
雇
用
を
生
み
出
す
の
か
明

確
で
は
な
い
。
雇
用
創
出
計
画
を

策
定
し
、
雇
用
創
出
の
数
値
目
標

を
持
つ
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
い
た
い
。

　
産
業
経
済
部
長　
雇
用
対
策
に

つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
産
業
政
策

の
最
優
先
課
題
と
し
て
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
を
始
め
、
地
域
人
材

育
成
事
業
、
就
職
面
接
会
、
企
業

見
学
会
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

企
業
誘
致
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
と
と
も
に
取
り
組
み
、
雇
用

の
確
保
・
創
出
に
努
め
て
き
た
。

　
雇
用
創
出
の
数
値
目
標
に
つ
い

て
は
、
企
業
の
事
業
活
動
の
推
移

や
景
況
に
よ
る
変
動
が
予
想
さ

れ
、
設
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
た

め
、
総
合
戦
略
で
は
、
新
た
に
推

進
す
る
女
性
就
業
環
境
整
備
促
進

事
業
や
本
社
機
能
移
転
等
促
進
事

業
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
、
重
要

業
績
評
価
指
標
と
し
て
掲
げ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
雇
用
の
確
保
と
創
出
に
は
既
存

の
企
業
活
動
の
活
性
化
や
新
た
な

企
業
立
地
等
が
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、
受
注
機
会
の
拡
充
支
援
、
企

業
立
地
用
地
の
創
出
、
創
業
の
促

進
な
ど
を
引
き
続
き
積
極
的
に
展

開
し
、
一
人
で
も
多
く
の
雇
用
に

結
び
付
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
議
員　
市
内
に
は
多
数
の
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
が
あ
る
が
、

そ
の
現
状
と
土
砂
災
害
対
策
の
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
総
務
部
長　
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
箇
所
、
土
石
流
危
険
渓
流
、
地

す
べ
り
危
険
箇
所
を
合
わ
せ
て
２

３
２
カ
所
把
握
し
て
お
り
、
こ
の

う
ち
１
６
９
カ
所
が
、
県
か
ら
土

砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
特
別
警

戒
区
域
及
び
警
戒
区
域
の
指
定
を

受
け
て
い
る
。
今
年
度
、
新
た
に

59
カ
所
を
追
加
指
定
す
る
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
警
戒
区
域
等
に
つ
い

て
は
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
災
害
危
険
箇
所
の
周
知
を
図

る
と
と
も
に
、
災
害
情
報
の
迅
速

な
提
供
方
法
の
確
立
、
避
難
勧
告

な
ど
の
的
確
な
発
令
、
自
主
防
災

組
織
と
の
連
携
、
防
災
訓
練
の
実

施
な
ど
の
環
境
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
自
助
、
共
助
、
公

助
の
力
を
結
集
し
て
防
災
力
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
や
砂
防
事
業
等
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
県
に
強
く
働

き
掛
け
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に

行
う
県
と
の
合
同
点
検
の
強
化
に

努
め
て
い
く
。

　
議
員　
市
で
は
、
市
民
文
化
遺

産
の
登
録
制
度
を
設
け
て
い
る
。

市
民
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
た
め
に
は
、
法
律
で
守
ら
れ

る
指
定
文
化
財
に
登
録
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
教
育
部
長　
市
内
に
は
指
定
文

化
財
の
ほ
か
に
、
歴
史
的
・
文
化

的
に
貴
重
で
後
世
に
残
す
べ
き
遺

産
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
こ

の
地
域
の
宝
が
市
民
に
親
し
ま
れ

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
市
民
文
化

遺
産
と
し
て
１
０
４
カ
所
を
選
定

し
、
登
録
し
て
い
る
。

　
市
民
文
化
遺
産
を
指
定
文
化
財

に
指
定
す
る
に
は
、
登
録
し
た
市

民
文
化
遺
産
の
歴
史
的
・
学
術
的

価
値
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
更
に

詳
細
な
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る

た
め
、今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
議
員　
ひ
た
ち
生
き
生
き
百
年

塾
や
職
業
探
検
少
年
団
、
日
立
理

科
ク
ラ
ブ
な
ど
の
全
国
に
誇
れ
る

取
組
を
教
育
資
産
と
し
て
、
市
民

文
化
遺
産
と
同
様
の
登
録
制
度
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

　
教
育
部
長　
本
市
の
教
育
活
動

に
は
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
に
ふ

さ
わ
し
い
取
組
で
あ
る
日
立
理
科

ク
ラ
ブ
の
活
動
や
、
生
涯
学
習
の

取
組
と
し
て
全
国
的
に
も
注
目
を

集
め
た
ひ
た
ち
生
き
生
き
百
年
塾

な
ど
、
全
国
に
誇
れ
る
実
績
を
積

み
重
ね
て
き
た
も
の
が
多
く
あ
る
。

　
市
独
自
の
教
育
活
動
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
、
登
録
し
て
い
く
こ
と

は
、
本
市
の
特
色
を
い
か
し
た
教

育
活
動
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、

市
内
外
に
発
信
し
て
い
く
上
で
新

た
な
視
点
で
の
取
組
で
あ
る
た

め
、今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　
議
員　
ひ
か
り
の
郷
鳩
が
丘
福

祉
施
設
は
、
福
祉
の
ま
ち
の
象
徴

と
し
て
、
太
陽
の
家
を
始
め
、
母

子
療
育
ホ
ー
ム
や
ひ
ま
わ
り
学
園

な
ど
の
施
設
が
建
設
さ
れ
、
障
害

者
福
祉
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
建
設
か
ら
45
年
が
経
過

し
て
老
朽
化
が
進
み
、
利
用
者
に

と
っ
て
不
便
な
部
分
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
特
徴

を
い
か
し
た
複
合
施
設
と
し
て
改

築
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
ひ
か
り
の
郷

鳩
が
丘
福
祉
施
設
は
、
昭
和
40
年

代
後
半
以
降
に
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
利

用
者
や
そ
の
保
護
者
な
ど
か
ら
も

建
て
替
え
に
つ
い
て
要
望
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
や
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
策
定
の
議

論
な
ど
を
踏
ま
え
、
鳩
が
丘
福
祉

施
設
の
再
整
備
に
関
す
る
基
本
方

針
を
策
定
し
、
今
後
の
利
用
者
の

高
齢
化
や
重
度
化
な
ど
に
伴
う
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
複
合

的
な
施
設
へ
の
整
備
を
具
体
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

　
今
後
は
、
今
年
度
中
に
再
整
備

基
本
計
画
を
策
定
し
、
平
成
28
年

度
に
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

る
設
計
者
の
選
定
を
経
て
設
計
を

行
い
、
平
成
30
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
て
い
く
。

　
な
お
、
鳩
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
新

た
な
施
設
の
建
設
用
地
と
の
兼
ね

合
い
な
ど
か
ら
、
平
成
28
年
度
中

の
解
体
を
予
定
し
て
い
る
。

　
議
員　
ひ
た
ち
郷
土
か
る
た

は
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
な
ど
が

分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
子
供
た
ち
が
遊
び
な
が
ら
郷

土
日
立
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
見
で

き
る
も
の
で
あ
る
。
学
校
に
お
け

る
ひ
た
ち
郷
土
か
る
た
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
教
育
部
長　
ひ
た
ち
郷
土
か
る

た
は
、
日
立
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
、
市
の
自
然

や
歴
史
、
文
化
な
ど
を
知
り
、
郷

土
愛
を
育
ん
で
も
ら
う
た
め
に
作

成
さ
れ
た
も
の
で
、
市
内
小
中
学

校
の
各
学
級
に
１
セ
ッ
ト
ず
つ
寄

伊
藤
智
毅 

議
員

（
ひ
た
ち
未
来
）

政
府
の
原
発
事
故

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

瀬
谷
幸
伸 

議
員

（
日
立
市
政
ク
ラ
ブ
）

石
井
仁
志 

議
員

（
ひ
た
ち
未
来
）

子
育
て
費
用
の
負
担
軽
減

か
み
ね
公
園
を

総
合
レ
ジ
ャ
ー
施
設
に
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一
人
一
人
が
ひ
た
ち
郷
土
か
る
た

に
親
し
み
、
よ
り
深
く
郷
土
日
立

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
も
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
先
行
的
な

取
組
事
例
と
し
て
各
学
校
に
紹
介

し
て
、
積
極
的
な
活
用
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
議
員　
子
育
て
費
用
の
高
額
化

に
伴
い
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

経
済
的
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
少
子
化
対
策
や
定
住
促
進
策

の
一
環
と
し
て
、
出
産
祝
い
金
の

新
設
、
保
育
料
の
引
下
げ
及
び
住

宅
費
用
の
負
担
軽
減
策
の
実
施
に

つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
経
済
的
な
負
担
軽
減
策

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
も

必
要
性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。

　
日
立
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
方
針
に
は
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援
を

掲
げ
て
お
り
、
次
世
代
を
担
う
子

供
の
誕
生
の
祝
福
と
出
産
時
の
経

済
的
支
援
を
目
的
と
し
た
出
産
祝

い
金
の
新
設
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
保
育
料
は
近
隣
市
町
村

贈
さ
れ
、
市
内
全
て
の
学
校
に
お

い
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
小
学
校
１
・
２
年
生
の
生
活
科

で
は
昔
遊
び
を
知
り
体
験
す
る
教

材
と
し
て
、
小
学
校
３
・
４
年
生

の
社
会
科
で
は
郷
土
日
立
を
学
び

理
解
す
る
教
材
と
し
て
活
用
さ

れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
、
休
み
時
間

の
遊
び
に
も
用
い
ら
れ
る
な
ど
、

学
校
生
活
に
浸
透
し
て
い
る
。

　
議
員　
ひ
た
ち
郷
土
か
る
た
を

更
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
、
学
校
で
か
る
た
大
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
用
し
て

は
ど
う
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
教
育
部
長　
中
小
路
小
学
校
と

山
部
小
学
校
で
は
、
学
校
行
事
の

一
環
と
し
て
か
る
た
大
会
を
行
っ

て
お
り
、
学
校
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
連
携
し
て
郷
土
か
る
た
大

会
を
開
催
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
子
供
た
ち

と
比
べ
、
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
２
歳
児

で
高
目
の
設
定
と
な
っ
て
お
り
、

保
育
料
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
も

総
合
戦
略
に
取
組
を
掲
げ
て
検
討

し
て
い
く
。

　
住
宅
取
得
時
の
負
担
軽
減
策
に

つ
い
て
は
、
義
務
教
育
修
了
前
の

子
供
が
い
る
世
帯
へ
の
支
援
策
と

し
て
、
平
成
27
年
10
月
に
日
立
市

子
育
て
世
帯
住
宅
等
支
援
助
成
制

度
を
新
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

更
な
る
周
知
に
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
平
成
26
年
3
月
に
策
定
し
た

日
立
市
住
生
活
基
本
計
画
に
は
、

子
育
て
世
帯
の
民
間
家
賃
の
助
成

制
度
に
つ
い
て
掲
げ
て
お
り
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
経
済
的

な
負
担
軽
減
策
は
、
保
健
福
祉
や

教
育
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
市
全

体
の
総
合
的
な
検
討
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
議
員　
か
み
ね
公
園
は
桜
の
名

所
で
あ
る
ほ
か
、
日
立
駅
や
高
速

道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近

接
す
る
な
ど
観
光
資
源
と
し
て
好

条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。今
後
は
、

公
園
全
体
を
一
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト

の
下
で
総
合
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し

て
整
備
を
進
め
て
は
ど
う
か
、
見

解
を
伺
い
た
い
。

　
産
業
経
済
部
長　
か
み
ね
公
園

は
、
市
内
外
か
ら
年
間
約
65
万
人

が
訪
れ
る
市
を
代
表
す
る
観
光
施

設
で
あ
る
。
昭
和
23
年
に
公
園
と

し
て
整
備
し
て
以
来
、
動
物
園
や

遊
園
地
な
ど
を
順
次
整
備
し
て
き

た
が
、
各
施
設
の
老
朽
化
、
混
雑

時
の
駐
車
場
不
足
な
ど
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
か
み
ね
動
物
園

は
、
獣
舎
や
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
20
万
人

台
後
半
で
推
移
し
て
い
た
来
園
者

が
、
こ
こ
数
年
は
35
万
人
を
超
え

る
ま
で
に
回
復
し
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
勢
い
を
更
に
加
速
さ
せ
る

た
め
に
も
、
日
立
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
中

に
、
平
成
29
年
度
に
迎
え
る
開
園

60
周
年
を
記
念
し
た
新
獣
舎
の
建

設
や
老
朽
化
し
た
獣
舎
の
再
整
備

な
ど
を
盛
り
込
み
、
積
極
的
な
事

業
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
か
み
ね
公
園
は
、
市
外
か
ら
も

多
く
の
集
客
が
見
込
め
る
施
設
で

あ
る
の
で
、
動
物
園
の
更
な
る
魅

力
向
上
と
桜
の
名
所
づ
く
り
を
中

心
に
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
市

街
地
の
夜
景
の
活
用
な
ど
、
か
み

ね
公
園
全
体
が
総
合
レ
ジ
ャ
ー
施

設
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
、
整
備

や
活
用
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
議
員　
政
府
が
作
っ
た
唯
一
の

原
子
力
発
電
所
の
事
故
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
大
型
原
子

炉
の
事
故
の
理
論
的
可
能
性
及
び

公
衆
損
害
額
に
関
す
る
試
算
」は
、

昭
和
35
年
に
ま
と
め
ら
れ
、
平
成

11
年
に
よ
う
や
く
公
表
さ
れ
た
が

広
く
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

報
告
書
に
対
す
る
認
識
を
伺
い
た

い
。
　
総
務
部
長　
報
告
書
は
、
当
時

の
科
学
技
術
庁
が
原
子
力
事
故
の

被
害
に
関
す
る
調
査
報
告
と
し

て
、
日
本
原
子
力
産
業
協
会
の
前

身
で
あ
る
日
本
原
子
力
産
業
会
議

に
委
託
し
て
昭
和
35
年
に
作
成
し

た
も
の
で
、
そ
の
翌
年
、
衆
議
院

　
副
市
長　
茨
城
県
北
芸
術
祭

は
、
知
事
を
会
長
と
し
、
県
北
５

市
１
町
の
市
長
・
町
長
、
芸
術
文

化
・
経
済
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど

の
代
表
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委
員

会
を
中
心
に
推
進
さ
れ
、
具
体
的

な
企
画
運
営
は
森
美
術
館
長
の
南

條
史
生
氏
を
始
め
と
す
る
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
チ
ー
ム
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
市
の
役
割
は
、
作
品
の
展
示
場

所
の
提
供
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
確
保
、

作
品
制
作
に
必
要
な
地
元
と
の
調

整
、
芸
術
祭
に
係
る
案
内
ブ
ー
ス

の
設
置
運
営
な
ど
が
想
定
さ
れ
、

開
催
費
用
は
、
県
と
グ
リ
ー
ン
ふ

る
さ
と
振
興
機
構
の
負
担
金
の
ほ

か
、
入
場
料
収
入
、
協
賛
金
を
財
源

と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
中
に
は
詳
細
な
事
業
内

容
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
具
体

的
な
準
備
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　
芸
術
祭
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
様
々
な
形
態
の
作
品
制
作
と
展

示
を
行
う
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

作
品
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
般
公

募
を
行
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
ア
ジ
ア
や
県
内
の
大
学
と
伝

統
工
芸
や
産
業
の
技
術
者
、
生
産

者
と
の
交
流
を
図
る
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
を
予
定
し
て
い
る
。

　
今
後
、事
業
が
具
体
化
す
れ
ば
、

市
に
お
い
て
も
、
多
く
の
市
民
が

主
体
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
方

策
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も

の
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員

会
で
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関

す
る
法
律
案
が
審
議
さ
れ
た
際
の

被
害
算
定
の
基
礎
資
料
と
し
て
提

出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
報
告
書
で
は
、
原
子
炉
の

立
地
場
所
や
気
象
条
件
な
ど
に
つ

い
て
、
あ
る
一
定
の
仮
定
条
件
を

設
け
、
そ
の
原
子
炉
で
事
故
が
生

じ
た
場
合
に
、
周
辺
に
及
ぼ
す
物

的
、
人
的
な
損
害
を
理
論
的
に
解

析
し
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、

50
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
熱
出
力
を
持

つ
原
子
力
を
想
定
し
、
原
子
炉
に

内
蔵
さ
れ
る
放
射
能
の
５
０
０
０

分
の
１
と
、
そ
の
１
０
０
倍
に
当

た
る
50
分
の
１
の
放
射
線
が
大
気

中
に
一
度
に
放
出
さ
れ
る
と
し
た

二
つ
の
場
合
に
お
い
て
、
気
象
条

件
や
放
出
さ
れ
る
放
射
線
の
温
度

な
ど
に
よ
り
、
原
子
炉
が
立
地
す

る
周
辺
地
域
へ
の
影
響
を
損
害
額

と
し
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
議
員　
平
成
28
年
９
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
、
県
北
を
舞
台
に
茨

城
県
北
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
る

が
、
こ
の
芸
術
祭
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
た

い
。

に
、
商
業
者
や
飲
食
店
に
も
呼
び

掛
け
を
行
い
、
芸
術
祭
と
連
携
し

た
地
域
経
済
活
性
化
の
取
組
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。

　
議
員　
日
立
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
は
、
雇

用
の
確
保
と
創
出
に
向
け
た
事
業

を
記
載
し
て
い
る
が
、
毎
年
ど
の

程
度
の
雇
用
を
生
み
出
す
の
か
明

確
で
は
な
い
。
雇
用
創
出
計
画
を

策
定
し
、
雇
用
創
出
の
数
値
目
標

を
持
つ
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
い
た
い
。

　
産
業
経
済
部
長　
雇
用
対
策
に

つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
産
業
政
策

の
最
優
先
課
題
と
し
て
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
を
始
め
、
地
域
人
材

育
成
事
業
、
就
職
面
接
会
、
企
業

見
学
会
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

企
業
誘
致
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
と
と
も
に
取
り
組
み
、
雇
用

の
確
保
・
創
出
に
努
め
て
き
た
。

　
雇
用
創
出
の
数
値
目
標
に
つ
い

て
は
、
企
業
の
事
業
活
動
の
推
移

や
景
況
に
よ
る
変
動
が
予
想
さ

れ
、
設
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
た

め
、
総
合
戦
略
で
は
、
新
た
に
推

進
す
る
女
性
就
業
環
境
整
備
促
進

事
業
や
本
社
機
能
移
転
等
促
進
事

業
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
、
重
要

業
績
評
価
指
標
と
し
て
掲
げ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
雇
用
の
確
保
と
創
出
に
は
既
存

の
企
業
活
動
の
活
性
化
や
新
た
な

企
業
立
地
等
が
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、
受
注
機
会
の
拡
充
支
援
、
企

業
立
地
用
地
の
創
出
、
創
業
の
促

進
な
ど
を
引
き
続
き
積
極
的
に
展

開
し
、
一
人
で
も
多
く
の
雇
用
に

結
び
付
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
議
員　
市
内
に
は
多
数
の
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
が
あ
る
が
、

そ
の
現
状
と
土
砂
災
害
対
策
の
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
総
務
部
長　
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
箇
所
、
土
石
流
危
険
渓
流
、
地

す
べ
り
危
険
箇
所
を
合
わ
せ
て
２

３
２
カ
所
把
握
し
て
お
り
、
こ
の

う
ち
１
６
９
カ
所
が
、
県
か
ら
土

砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
特
別
警

戒
区
域
及
び
警
戒
区
域
の
指
定
を

受
け
て
い
る
。
今
年
度
、
新
た
に

59
カ
所
を
追
加
指
定
す
る
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
警
戒
区
域
等
に
つ
い

て
は
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
災
害
危
険
箇
所
の
周
知
を
図

る
と
と
も
に
、
災
害
情
報
の
迅
速

な
提
供
方
法
の
確
立
、
避
難
勧
告

な
ど
の
的
確
な
発
令
、
自
主
防
災

組
織
と
の
連
携
、
防
災
訓
練
の
実

施
な
ど
の
環
境
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
自
助
、
共
助
、
公

助
の
力
を
結
集
し
て
防
災
力
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
や
砂
防
事
業
等
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
県
に
強
く
働

き
掛
け
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に

行
う
県
と
の
合
同
点
検
の
強
化
に

努
め
て
い
く
。

　
議
員　
市
で
は
、
市
民
文
化
遺

産
の
登
録
制
度
を
設
け
て
い
る
。

市
民
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
た
め
に
は
、
法
律
で
守
ら
れ

る
指
定
文
化
財
に
登
録
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
教
育
部
長　
市
内
に
は
指
定
文

化
財
の
ほ
か
に
、
歴
史
的
・
文
化

的
に
貴
重
で
後
世
に
残
す
べ
き
遺

産
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
こ

の
地
域
の
宝
が
市
民
に
親
し
ま
れ

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
市
民
文
化

遺
産
と
し
て
１
０
４
カ
所
を
選
定

し
、
登
録
し
て
い
る
。

　
市
民
文
化
遺
産
を
指
定
文
化
財

に
指
定
す
る
に
は
、
登
録
し
た
市

民
文
化
遺
産
の
歴
史
的
・
学
術
的

価
値
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
更
に

詳
細
な
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る

た
め
、今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
議
員　
ひ
た
ち
生
き
生
き
百
年

塾
や
職
業
探
検
少
年
団
、
日
立
理

科
ク
ラ
ブ
な
ど
の
全
国
に
誇
れ
る

取
組
を
教
育
資
産
と
し
て
、
市
民

文
化
遺
産
と
同
様
の
登
録
制
度
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

　
教
育
部
長　
本
市
の
教
育
活
動

に
は
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
に
ふ

さ
わ
し
い
取
組
で
あ
る
日
立
理
科

ク
ラ
ブ
の
活
動
や
、
生
涯
学
習
の

取
組
と
し
て
全
国
的
に
も
注
目
を

集
め
た
ひ
た
ち
生
き
生
き
百
年
塾

な
ど
、
全
国
に
誇
れ
る
実
績
を
積

み
重
ね
て
き
た
も
の
が
多
く
あ
る
。

　
市
独
自
の
教
育
活
動
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
、
登
録
し
て
い
く
こ
と

は
、
本
市
の
特
色
を
い
か
し
た
教

育
活
動
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、

市
内
外
に
発
信
し
て
い
く
上
で
新

た
な
視
点
で
の
取
組
で
あ
る
た

め
、今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　
議
員　
ひ
か
り
の
郷
鳩
が
丘
福

祉
施
設
は
、
福
祉
の
ま
ち
の
象
徴

と
し
て
、
太
陽
の
家
を
始
め
、
母

子
療
育
ホ
ー
ム
や
ひ
ま
わ
り
学
園

な
ど
の
施
設
が
建
設
さ
れ
、
障
害

者
福
祉
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
建
設
か
ら
45
年
が
経
過

し
て
老
朽
化
が
進
み
、
利
用
者
に

と
っ
て
不
便
な
部
分
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
特
徴

を
い
か
し
た
複
合
施
設
と
し
て
改

築
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
ひ
か
り
の
郷

鳩
が
丘
福
祉
施
設
は
、
昭
和
40
年

代
後
半
以
降
に
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
利

用
者
や
そ
の
保
護
者
な
ど
か
ら
も

建
て
替
え
に
つ
い
て
要
望
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
や
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
策
定
の
議

論
な
ど
を
踏
ま
え
、
鳩
が
丘
福
祉

施
設
の
再
整
備
に
関
す
る
基
本
方

針
を
策
定
し
、
今
後
の
利
用
者
の

高
齢
化
や
重
度
化
な
ど
に
伴
う
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
複
合

的
な
施
設
へ
の
整
備
を
具
体
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

　
今
後
は
、
今
年
度
中
に
再
整
備

基
本
計
画
を
策
定
し
、
平
成
28
年

度
に
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

る
設
計
者
の
選
定
を
経
て
設
計
を

行
い
、
平
成
30
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
て
い
く
。

　
な
お
、
鳩
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
新

た
な
施
設
の
建
設
用
地
と
の
兼
ね

合
い
な
ど
か
ら
、
平
成
28
年
度
中

の
解
体
を
予
定
し
て
い
る
。

　
議
員　
ひ
た
ち
郷
土
か
る
た

は
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
な
ど
が

分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
子
供
た
ち
が
遊
び
な
が
ら
郷

土
日
立
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
見
で

き
る
も
の
で
あ
る
。
学
校
に
お
け

る
ひ
た
ち
郷
土
か
る
た
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
教
育
部
長　
ひ
た
ち
郷
土
か
る

た
は
、
日
立
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
、
市
の
自
然

や
歴
史
、
文
化
な
ど
を
知
り
、
郷

土
愛
を
育
ん
で
も
ら
う
た
め
に
作

成
さ
れ
た
も
の
で
、
市
内
小
中
学

校
の
各
学
級
に
１
セ
ッ
ト
ず
つ
寄

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所

舘
野
清
道 

議
員（

公
明
党
）

大
曽
根
勝
正 

議
員

（
無
会
派
）

地
方
創
生
に

雇
用
創
出
計
画
を

茨
城
県
北
芸
術
祭
へ
の

取
組
状
況

小
林
真
美
子 

議
員

（
無
会
派
）
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3月定例会の予定

傍 聴 者 の 声
議会傍聴は学びの機会

１年に２～３回、市議会の市政に関する一般質問を傍聴して
いますが、コミュニティ活動をしている私にとっては、様々な
ことを知る機会になり学びの機会でもあります。議員が質問さ
れる項目や、執行部の答弁の中には、時代を反映した市が抱え
る課題や解決しなければならないことが山積していることが分
かります。同時にその解決策を聴くこともできますが、本当に
解決できるのか不安になることもあります。
議会傍聴に来られない人のためにＪＷＡＹでの放送が始ま
り、議会だよりも工夫がされてきたようには思いますが、もっ
と議員は市民の中に出て、市議会の様子や何を目指すのかを市
民に伝え、市民の「こんな町で暮らしたい」という願いを聴き、
市民の代表として行政に反映していくことが求められます。質
問時間を制限するのであれば、答弁の方法も工夫すべきだと思
います。

議 会 日 誌議 会 日 誌
（10月～12月）

●10月
５日：議会報編集委員会
６～８日：総務産業委員会行政視察
13日：県北市議会議長会
14～16日：環境建設委員会行政視察
19～20日：新庁舎建設特別委員会行

　　政視察
22～23日：幹線道路整備促進特別委

　　員会行政視察
23日：議会運営委員会
27日：茨城県市議会議長会

●11月
６日：茨城県市議会議長会
５～６日：茨城県市議会議長会議員

　　研修会
10～12日：議会運営委員会行政視察
19日：総務産業委員会、教育福祉委

員会、環境建設委員会
26日：議会運営委員会
30日：議会運営委員会

●12月
３日：第４回定例会開会（議案説明）、
　　　議会運営委員会
７日：本会議（一般質問）、議会運営

委員会
８日：本会議（一般質問）
９日：本会議（議案質疑）、議会報編

集委員会
10日：総務産業委員会、教育福祉委

員会、環境建設委員会
14日：幹線道路整備促進特別委員会
15日：新庁舎建設特別委員会
16日：議会運営委員会
17日：第４回定例会閉会（各委員長

報告、討論、表決）、議会全員
協議会、総務産業委員会

※この「日立市議会だより」は再生紙を使用しています。

※本会議の会議録は、ホームページのほか、市役所公文書公開室、市立図書館でご覧いただ
　けます。なお、今定例会の会議録は、２月下旬に発行する予定です。

 3月2日㈬ 開会
 3日㈭ 議会運営委員会
 7日㈪ 会派代表質問
 8日㈫ 一般質問、議会運営委員会
 9日㈬ 一般質問
 10日㈭ 議案質疑
 11日㈮ 常任委員会
 14日㈪ 常任委員会
 15日㈫ 常任委員会
 16日㈬ 幹線道路整備促進特別委員会
 17日㈭ 新庁舎建設特別委員会
 18日㈮ 議会運営委員会
 22日㈫ 閉会
※日程は都合により変更になる場合があります。

議会を傍聴しませんか
　本会議と委員会は、どなた
でも傍聴することができます。
　本会議を傍聴するときは議
場傍聴席入口で、委員会を傍
聴するときは議会事務局で、
受付簿に氏名・住所などを記
入してください。傍聴席は先
着順で、議場に42席、各委員
会室に5席です。

議会中継のご案内
3月定例会中に行われる市長の施政方針【3月2日（水）】、会派代表質問【3月7日（月）】、
一般質問【3月8日（火）・9日（水）】の生中継を予定しています。

市役所庁舎案内図

ケーブルテレビ 

ホームページ

JWAY（11ch）で生中継
ＦＭラジオ
ＦＭひたち（８２．２ＭＨｚ）で生中継

インターネット生中継と録画放送
※スマートフォンには対応していません。
※録画放送は、会議の日の約１週間後から視聴できます。

検　索検　索日立市議会

塙山町　西村　ミチ江

国
道
６
号

至いわき

至水戸

第2庁舎

新庁舎
建設工事中

第5
庁舎

駐車場

駐車
場

駐車場

第
１
庁
舎

第
３
庁
舎

第
４
庁
舎

議場

傍聴席入口（4階）

議会事務局（3階）
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